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年
度
「
Ｎ
Ｉ
Ｅ
で
磨
く
国
語
力
」
№
６ 年 

 

組 
 

番 

氏
名 

 
５
年
前
の
①
梅
雨
（
つ
ゆ
）
ど
き
、
さ
い
た
ま
市
に
住
む
女
性
（
７
８
）
は
、
東
京
・
銀
座
で
女

性
た
ち
の
デ
モ
を
見
た
。
集
団
的
自
衛
権
の
②
コ
ウ
シ
（
行
使 

）
容
認
に
反
対
す
る
人
々
だ
っ
た
。

（
１
）
そ
の
時
の
思
い
を
俳
句
に
詠
む
。〈
梅
雨
空
に
「
九
条
守
れ
」
の
女
性
デ
モ
〉
▼
地
元
の
公

民
館
の
句
会
で
秀
句
に
選
ば
れ
た
。
従
来
、
秀
句
は
公
民
館
だ
よ
り
で
紹
介
さ
れ
て
き
た
の
に
、
公

民
館
は
こ
の
句
に
限
っ
て
掲
載
を
③
拒
（
こ
ば
）
む
。「
公
平
中
立
の
立
場
か
ら
好
ま
し
く
な
い
」

と
い
う
理
由
だ
っ
た
。
④
ナ
ッ
ト
ク
（
納
得 

）
が
い
か
ず
、
市
を
相
手
に
裁
判
を
起
こ
し
た
▼
「
思

想
・
信
条
を
理
由
に
し
た
不
公
正
な
取
り
扱
い
だ
っ
た
」
と
地
裁
、
高
裁
が
認
め
る
。
昨
年
末
、
最

高
裁
で
確
定
し
、
句
は
公
民
館
だ
よ
り
の
今
年
２
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。
「
子
ど
も
の
こ
ろ
、
⑤
ク

ウ
シ
ュ
ウ
（
空
襲 

）
警
報
が
鳴
っ
て
⑥
防
空
壕
（
ぼ
う
く
う
ご
う
）
に
駆
け
込
ん
だ
記
憶
は
⑦
セ

ン
メ
イ
（
鮮
明 

）
で
す
。
普
通
の
主
婦
が
、
９
条
は
大
事
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
気
持
ち
を
小
さ

な
句
会
で
詠
ん
だ
だ
け
。
そ
れ
が
不
掲
載
に
な
る
い
ま
の
世
の
中
が
心
配
で
す
」
▼
句
歴
は
１
０
年

に
及
ぶ
が
、〈
梅
雨
空
に
〉
は
句
と
し
て
は
し
っ
く
り
来
な
か
っ
た
と
い
う
。
裁
判
で
幾
度
も
取
り

上
げ
ら
れ
、
有
名
に
な
っ
て
く
の
が
恥
ず
か
し
か
っ
た
と
話
す
▼
一
連
の
⑧
ケ
イ
イ
（
経
緯 

）
を

ふ
り
か
え
る
と
、
行
政
側
の
（
２
）
事
な
か
れ
主
義
が
浮
か
び
上
が
る
。
憲
法
を
守
る
動
き
と
は
か

か
わ
り
を
持
た
ぬ
方
が
い
ま
は
得
策
…
…
。
問
わ
れ
た
の
は
、
行
政
の
現
場
に
広
ま
る
（
３
）
そ
ん

な
見
当
違
い
の
「
憲
法
ア
レ
ル
ギ
ー
」
だ
っ
た
▼
⑨
オ
ク
（
憶 
）
せ
ず
に
声
を
あ
げ
、
７
０
代
で

初
め
て
司
法
の
場
に
立
つ
。
女
性
の
⑩
フ
ン
ト
ウ
（
奮
闘 

）
に
励
ま
さ
れ
た
方
も
多
い
の
で
は
な

い
か
。
今
日
は
憲
法
記
念
日
。（
４
）〈
梅
雨
空
に
〉
は
、
憲
法
史
に
長
く
刻
ま
れ
る
べ
き
一
句
だ
ろ

う
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

〔
２
０
１
９
年
５
月
３
日
「
天
声
人
語
」〕 

 

問
一 

①
～
⑩
の
カ
タ
カ
ナ
部
は
漢
字
に
直
し
、
傍
線
部
は
読
み
を
書
き
入
れ
な
さ
い
。 

問
二 

傍
線
部
（
１
）
の
内
容
を
文
中
か
ら
１
７
字
で
抜
き
出
そ
う
。 

 
 

（
９
条
は
大
事
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
気
持
ち
） 

問
三 

傍
線
部
（
２
）
の
意
味
を
答
え
よ
う
。 

 
 

（
問
題
が
起
こ
ら
ず
、
た
だ
平
穏
無
事
に
す
め
ば
よ
い
と
望
む
消
極
的
な
態
度
や
考
え
方
） 

問
四 

傍
線
部
（
３
）「
そ
ん
な
」
の
指
示
内
容
を
２
４
字
で
抜
き
出
そ
う
。 

 
 

（
憲
法
を
守
る
動
き
と
は
か
か
わ
り
を
持
た
ぬ
方
が
い
ま
は
得
策
） 

問
五 

傍
線
部
（
４
）
の
理
由
を
３
０
字
程
度
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。 

 

〔
答
例
〕（
不
掲
載
は
不
公
正
な
扱
い
だ
と
確
定
し
、
公
民
館
だ
よ
り
に
掲
載
さ
れ
た
か
ら
） 

問
六 

次
は
、
５
月
３
日
の
朝
日
新
聞
オ
ピ
ニ
オ
ン
面
に
掲
載
の
憲
法
学
者
樋
口
陽
一
氏
の
言
葉
で

あ
る
。（
１
）
～
（
５
）
に
あ
て
は
ま
る
語
句
を
語
群
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
よ
う
。 

 

・
基
本
的
な
法
原
則
の
一
つ
に
「
（
１ 

Ｂ
）
の
法
は
（
２ 

Ａ
）
の
法
を
破
る
」
が
あ
り
ま
す
。

あ
る
法
規
範
に
そ
れ
ま
で
と
違
う
こ
と
を
書
き
加
え
た
ら
、
前
か
ら
あ
る
ル
ー
ル
は
失
効
す
る

か
意
味
を
変
え
る
と
い
う
原
則
で
す
。
憲
法
９
条
の
（
３ 

Ｅ
）
は
削
ら
な
い
ま
ま
単
純
に
自

衛
隊
の
存
在
を
書
き
足
し
た
ら
、
場
合
に
よ
っ
て
は
残
っ
た
現
在
の
条
項
は
失
効
す
る
恐
れ
が

あ
る
の
で
す
。（
４ 

Ｄ
）
を
う
た
っ
た
１
項
と
、（
５ 

Ｃ
）
を
定
め
た
２
項
で
す
。 

 

〔
語
群
〕
Ａ 

先 
 

Ｂ 

後 
 

Ｃ 

戦
力
不
保
持 

 

Ｄ 

戦
争
放
棄 

 

Ｅ 

条
文 


